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(4) 英語力を高めるための科目



3

以下の図は，教育実習（教育実地研究）を中心とした 4 年間の学びの流れを示しています。

1 年次の「教職入門」では、授業や学校参観を通して、様々な教師の姿や教育実践に出会い、教師の仕事、

学校における教育活動の良さや課題について理解を深めていきます。

2 年次の「授業観察演習」では、教育現場における授業映像などを視聴し、グループワークやディスカッション

を行います。これにより授業観察の視点を得るとともに、学習指導案の構成や役割についても理解を深め、次

年度の教育実習への問題意識を明確にします。このほか、「自己創造のための教育体験活動」において、学

校現場などを体験する機会を増やし、教育実習に向けて準備を進めていきます。

3 年次の「事前指導」では、指導計画を作成し、実際に模擬授業を行ったうえで、附属学校で行う教育実習

「必修教育実習」に臨みます。また、「事後指導」で振り返りや様々なフォローアップを行います。

4 年次の教育実習「選択教育実習」では、公立学校などの教育現場でさらなる経験を積み、授業実践や学級

経営、児童・生徒理解に対する知見を深めていきます。最後に 4 年間の総まとめとして「教育実践演習」を受

講します。「教育実践演習」ではこれまでの教育実習などでの経験をもとに、「教職観」「教科基礎力」「学習指

導力」「子ども理解力」「生活指導力」について、グループディスカッションなどにより省察し、自己の到達点と課

題を確認します。

4 年次には，全員が卒業論文を英語で執筆します。3 年次に，英語教育，英語学，英米文学文化の 3 分野

の中から執筆希望領域を選び，4 年次に研究に取り組み，その成果を卒業論文として執筆し提出します。

英語教育分野では，日本人英語学習者に英語を教えるとき，どのような教材や指導法が効果的かを調べる研

究や，どのようなプロセスで英語が習得されていくかを調べる研究などに取り組みます。

英語学の分野では，英語の文法や構文が歴史的にどのように発展してきたかを，英語のデータベースを使って

調べる研究や，英語母語話者が使っている英語表現の規則を理論的に解明する研究などに取り組みます。
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英米文学文化分野では，特定の文学作品や作家を取り上げて，独自の視点から作品の背景や作家の特徴を

分析する研究や，映画や文学作品の中で，アメリカやイギリスの社会的背景や文化がどのように反映されてい

るかを分析・考察する研究などに取り組みます。


